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千葉科学大学　薬学部　化粧品科学研究室

山 下 裕 司，平 尾 哲 二

1. 千葉科学大学　薬学部　化粧品科学コース

千葉科学大学は2004年に開学し，千葉県銚子市に立
地しています。現在は，薬学部，危機管理学部，看護学
部の三学部から構成され，約2,000人の学生が学んでい
ます。銚子市には水揚げ日本一を誇る銚子漁港，太平洋
を望む犬吠埼があり，温暖な海洋性気候ですが，時とし
て強風が吹き荒れる天候に遭遇することもあります。大
学は海に近く立地しており，研究室からも大海原を眺め
ることができ，自然豊かな環境に恵まれています。
当研究室が属する薬学部は，薬剤師を目指す6年制の
薬学科と，創薬科学コースと化粧品科学コースを擁する
4年制の生命薬科学科とから構成されており，特に化粧
品科学コースでは化粧品関連業界で活躍する人材の育成
を目指しています。また，大学院もあり，より専門的な
研究に打ち込んでいます。

2. 沿 革

化粧品科学コースは，2009年に坂本一民先生，辻野
義雄先生により開講され，翌2010年には製剤／化粧品
科学研究室が開設され，学生の教育がスタートしまし
た。お二人とも化粧品業界に広くネットワークをお持ち
で，業界との接点を多く持つ機会を得た学生は恵まれ
ていました。2011年には山下裕司が着任しました。山
下は，コロイド界面化学を専門としドイツにて学位取得
した後，企業経験を経ており，学会役員なども多く務
めています。2012年には大学院生も擁するようになり，
研究室としての実質的な稼働に至りました。2015年に，
坂本先生，辻野先生が退任され，平尾哲二が着任しまし
た。平尾は，長く資生堂研究所に勤務し，有用性研究な
どに従事し，香粧品学会とのかかわりも多くあります。
2016年には学内で研究室を移転し，2017年には「化粧
品科学研究室」と改称し，現在に至っています。まだ歴
史の浅い研究室ですが，2018年3月までに，34人の学
生が当研究室を巣立っていきました（Fig. 1）。

3. 教 育

化粧品業界で活躍する人材として，身に着けておくべ
き知識は広範な領域に及びます。大学では1～2年次に
一般教養科目を履修し基礎固めを行いますが，化粧品に
かかわる専門科目の履修も2年次からスタートします。
化粧品について広く学ぶ「化粧品概論」から始まり，皮
膚とのかかわりを学ぶ「化粧品と皮膚生理」，界面化学
について学ぶ「化粧品製剤学」，化粧品の効果などにつ
いて学ぶ「機能性化粧品」など，計8科目を開講してい
ます。また，実習科目2科目も開講しており，化粧品の
モノづくりの一端を体験します（Fig. 2）。これらの講義
においては，しばしば業界から講師をお招きしてモノづ
くりの実務などの講演をしていただきます。教科書には
書かれていない失敗談などが伺えることは，学生にとっ
てはとても貴重な機会となっています。
生命薬科学科に学ぶ学生は，3年次6月に研究室配属
となります。多くの学生は4年生での卒業・就職を望む
ため，3年次から4年次にかけて，講義の合間を縫って
卒業研究に従事します。さらに3年次後半からは就職活
動も並行して行うため，卒業研究との両立に苦心しま
す。当研究室では，さまざまな形で学生と業界とのかか
わりを多く持たせる工夫をしています。その一つとし
て，3年次夏休みを利用して，企業での就業体験（イン
ターンシップ）をさせています。受け入れいただいてい
る企業様のおかげで，1週間ほどの体験を経て企業の厳
しさを学んでくると，学生の目の色が変わってきます。
卒業研究の一環として，学生には積極的に学会発表をさ
せます。初めての学会発表で教員はひやひやですが，プ
レゼンテーションなどコミュニケーションスキルの向上
を図るとともに，研究の進め方を学ぶ機会となっていま
す。

4. 研 究

当研究室で進めている主な研究テーマを紹介します。
山下が界面化学領域を，平尾が有用性研究領域を専門
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